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世界トップレベル研究拠点プログラム
二次審査申請書
拠点長候補者個人票
氏名（年齢）
現在の所属（機関、部局、専攻等）・役職

現在の専門及び学位
エフォート*　　　　　                   %
[bookmark: _GoBack]*研究者の年間の全仕事時間（研究活動の時間のみならず教育・医療活動や兼業部分等、全ての業務等を含む）を100%としたとき、本WPI拠点の研究活動等を実施している時間の配分率（競争的資金等による活動であっても、本WPI拠点の目的に合致し、当該拠点において実施するものであれば、エフォートに含めることができます。）

拠点長候補者が拠点に滞在する割合*　　　　　                   %
*年間の全仕事時間を100%としたとき、サテライトを除き物理的に本WPI拠点に滞在する時間の配分率

研究・教育歴


これまでの研究の成果、アピールすべき点
※拠点長候補者が「世界トップレベル」であり、拠点長にふさわしいといえる理由を明記。


研究活動実績
（１）	国際的影響力　
※　以下に係る実績について記載。
　　　　　a）分野を代表する国際学会等の開催・招待講演・座長・理事・名誉会員
　　　　　b）主要国アカデミー会員
　　　　　c）国際賞の受賞
　　　　　d）有力雑誌の編者の経験　　等

（２）	大型の競争的資金の獲得　　
※　過去5年の大型の競争的資金の獲得実績について記載。

（３）	主要な論文等
※　主たる発表論文（学術誌名、被引用の程度等）、著作、知財（特許等）等について記載。

（４）	その他
※　その他当該研究者が世界トップレベルと判断するに足る実績があれば記載。
※　就任時期が遅れるなど特殊な事情がある場合には記載。
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